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「野村日本割安低位株オープン」

設定後のポートフォリオについて

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

2018年2月23日に設定しました、「野村日本割安低位株オープン」のポートフォリオの状況についてお知らせ

いたします。

2018年3月7日現在の業種別配分比率、特性値、組入上位10銘柄および組入銘柄数は以下のとおりです。

ポートフォリオの資産内容（2018年3月7日現在）

・業種は東証33業種分類によります。
・四捨五入により合計が100%にならない場合があります。

≪業種別配分比率≫

（出所）FactSetのデータ等を基に野村アセットマネジメント作成

≪TOPIXとの特性値の比較≫

ファンド TOPIX

実績PBR（株価純資産倍率） 0.8倍 1.3倍

予想PER（株価収益率） 9.2倍 13.9倍

予想配当利回り 2.4% 2.0%

株価水準（単純平均） 848円 2,498円

・予想PERの算出に使用した1株当たり利益、予想配当利回りは、FactSet予想（2018年3月7日時点）。
・実績PBR、予想PER、予想配当利回りは株式の組入比率で加重平均した数値。
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日本株式市場は、2018年に入り、日経平均株価が一時1991年以来の24,000円台をつけるなど、好調に推

移しました。しかし、2月5日には米国株式市場においてダウ工業株30種平均が過去最大の下げ幅を記録した

ことなどを受けて、日本株式市場も大きく下落しました。主な要因として、2月に米国の長期金利が大きく上昇

したことが挙げられます。その後の日本株式市場は、黒田日銀総裁再任による金融緩和政策の継続見通しな

どから上昇する場面も見られました。

上述のような投資環境の中、2月23日にファンドを設定しました。3月に入っても、為替市場における円高米ド

ル安や、米国における保護主義への懸念が投資家心理を悪化させるなど調整局面が続いており、2018年3月

7日現在、ファンドの基準価額は、9,595円となりました。

足元の投資環境においては、これまでの上昇相場の過熱感は薄れてきており、割安低位株にとっては反転

上昇しやすい局面であると考えています。

今後とも「野村日本割安低位株オープン」をご愛顧賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

以上
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≪組入上位10銘柄≫

上記はファンドの組入上位銘柄の参考情報を提供することを目的としており、特定銘柄の売買などの推奨、また価格などの上昇や
下落を示唆するものではありません。

組入銘柄数 223銘柄

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

銘柄名 業種 株価（円） 実績PBR（倍） 予想PER（倍） 純資産比

富士通 電気機器 617.0 1.3 8.7 2.8%

ＪＸＴＧホールディングス 石油・石炭製品 650.1 0.9 7.4 2.7%

大和証券グループ本社 証券・商品先物取引業 683.8 0.9 10.1 2.7%

国際石油開発帝石 鉱業 1,273.0 0.6 35.7 2.7%

日産自動車 輸送用機器 1,105.0 0.8 6.1 2.7%

住友商事 卸売業 1,794.0 0.9 7.5 2.7%

オリックス その他金融業 1,843.0 0.9 7.9 2.7%

みずほフィナンシャルグループ 銀行業 194.2 0.5 9.0 2.6%

丸紅 卸売業 769.2 0.8 6.7 2.6%

三菱ケミカルホールディングス 化学 1,030.0 1.2 7.4 2.6%

・業種は東証33業種分類によります。
・予想PERの算出に使用した1株当たり利益は、FactSet予想（2018年3月7日時点）。

投資環境とファンドの基準価額
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ファンドの特色

≪分配金に関する留意点≫
ファンドは、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて分配を行なう場合があり
ます。したがって、ファンドの分配金の水準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示唆するものではありません。
投資者の個別元本（追加型投資信託を保有する投資者毎の取得元本）の状況によっては、分配金額の一部または全部が、実質的に
元本の一部払戻しに相当する場合があります。
分配金は、預貯金の利息とは異なりファンドの純資産から支払われますので、分配金支払い後の純資産はその相当額が減少すること
となり、基準価額が下落する要因となります。計算期間中に運用収益があった場合においても、当該運用収益を超えて分配を行なった
場合、当期決算日の基準価額は前期決算日の基準価額と比べて下落することになります。
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◆お申込みは ◆設定・運用は
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投資リスク

お申込みメモ 当ファンドに係る費用 （2018年3月現在）

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「投資リスク」をご覧ください。


